
ご先祖様⽅がみな仏の世界に⼊り、⼼おだやかに過ごしていただけるよう、お祈りしましょう。

 

丸尾 良然 僧正

⼤滝⼭実相院住職

昭和三⼗三年⽣まれ。本⼭布教師、

備前⽀所⾃治布教団団⻑。

岡⼭県備前市⼤内 ⼤滝⼭実相院住職

演題「それ仏法遥かにあらず」

⽝飼⼭轉法輪寺

同封の申し込み⽤紙をご覧ください。

9⽉21⽇
9:30

轉法輪寺⼤教堂⼆階

0747-22-4403

4ail@inukai.info

檀信徒各家先祖代々霊の追善供養会

https://inukai.info

奈良県五條市⽝飼町124番地

第⼀会：彼岸供養会

第⼆会：布教法話

⼀霊六百円にて⼀年間お供養致します。

⽇程

会場

12:30頃〜

お問い合わせ 0747-25-4717
Mail

Fax

Tel

お彼岸は、迷いの世界と悟りの世界が最も近づくときだと伝えられています。

ご先祖様のお供養を受け付けています。

受付時間：8:00〜17:00
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近ごろ、墓じまいや仏壇じまいという⾔葉をよく聞くようになりました。事情を尋ねま

すと、㋑⼦どもがいない ㋺娘ばかりで嫁に出ている ㋩その他

……皆さま、この先お仏壇を引き継がれる⽅がいないことに、頭を悩ませているようで

す。その中で、今⽇は「㋺娘ばかりで嫁に出ている」というＡさんに相談を受けた例を

紹介しましょう。

Ａさんには三⼈の娘さんがいました。幸い娘さん⽅は⽴派に成⼈されて結婚しました。しかし、三⼈とも⻑男

の妻になり、Ａ家を継ぐ⼦、孫は⽣まれませんでした。Ａさんも⾼齢になって⼼細くなってきたということ

です。 お仏壇は、⼀家に⼀台が普通です。しかし、⼆台あって悪いことはありません。嫁がれた娘さんの

主⼈の⼼ひとつです。お寺の近くにも、仲良く⼆台並べて祀っておられる⽅がおられ、幸せに仲良く暮らして

おられます。実際、妻の⽗⺟と同居しておられる⽅は多くあります。仏壇も同じです。すぐに仏壇じまい、

墓じまいとあせらない⽅が良いのではないでしょうか。

仏壇は家に⼀つ？ 仏壇じまいＱ＆Ａ

Ｑ１：宗派の違う仏壇を

⼆つ置くと縁起が悪く、

邪道ではないですか？

Q２：同じ宗旨の

ご先祖さまは、

同じ仏壇に合祀しても

良いでしょうか？

Ａ１：仏教の教えは、すべてお釈迦さまを開祖としています。その流れの中にあ

る宗派は、みな本来兄弟です。違う宗旨の仏壇を並べてまつっても不祥が起こる

事はありません。今まで⼤事に育てて下さった親、先祖様⽅を、仏壇じまい、

墓じまいと考える⽅がずっと⽔くさくて縁起が悪く、邪道ではないでしょうか？

まつり主の⼼がけによって、親族やお寺様にもご理解頂けるでしょう。

Ａ２：別の家の仏壇は、同じ宗旨でも合祀すると、甲⼄が

出来てお勧めできません。できれば⼩さくとも別々のまつ

り⽅が良いでしょう。

仏壇を⼆つおまつりしますと費⽤も倍になるでしょう。こ

の点、質素でも真⼼こめて、細く⻑く、そうめんのように

続けることが⼤切です。
＜回答：住職 桑⼭慈紹＞
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